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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本防錆技術協会（JACC）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業

規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業

規格である。これによって，JIS K 2246:2018 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 K 2246：2026 
 

防せい（錆）油 

Rust preventive oils 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉄鋼を主とした金属材料及び金属製品のさびの発生を，一時的に防止するために用いる防

せい（錆）油（以下，防せい油という。）について規定する。 

警告 この規格に基づいて試験を行う者は，通常の実験室での作業に精通していることを前提とする。

この規格は，その使用に関連して起こる全ての安全上の問題を取り扱おうとするものではない。

この規格の利用者は，各自の責任において，安全及び健康に対する適切な措置をとらなければな

らない。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7753 サンシャインカーボンアーク灯式の耐光性試験機及び耐候性試験機 

JIS B 9809 スプレーガン 

JIS G 3108 みがき棒鋼用一般鋼材 

JIS G 3141 冷間圧延鋼板及び鋼帯 

JIS G 4305 冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

JIS G 4308 ステンレス鋼線材 

JIS H 3100 銅及び銅合金の板及び条 

JIS H 4000 アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

JIS H 4080 アルミニウム及びアルミニウム合金継目無管 

JIS H 4201 マグネシウム合金板及び条 

JIS H 4301 鉛板及び硬鉛板 

JIS H 4554 ニッケル及びニッケル合金の線と引抜素材 

JIS H 8611 電気カドミウムめっき 

JIS H 8617 ニッケルめっき及びニッケル－クロムめっき 

JIS K 1101 酸素 

JIS K 1503 アセトン 

JIS K 2201 工業ガソリン 

JIS K 2220 グリース 


